
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

資料１－１ 

申立事案からみた年金記録確認に係る課題

○ 平成 23年６月の「年金記録確認第三者委員会報告書」において、

「申立事案からみた年金記録確認に係る課題」として、以下の提言を

行ったところ。 

① 新たな年金記録の誤りの発生を防ぐこと 

 ・ 誤りが生じる原因の分析・問題の所在の検討を踏まえて、誤りの発

生防止策・生じた誤りの迅速な発見・訂正策を講じ、強化すること

が必要 
 ・ その際、運用上の対応のほか、必要な場合は制度の見直しを行う必

要 

② 年金記録の自己確認を支える仕組みを充実すること 

 ・ 個人差があることを踏まえ、年金記録の自己確認を支援・促進する

取組が必要  
  ＊ 被保険者等からの相談の場の増加 
  ＊ 給与明細書の標準報酬月額の記載などの被保険者への分かりや

すい情報提供 
  ＊ 学校教育や企業内の年金研修の推進   など 
 ・ 現行の厚年法に、被保険者が標準報酬月額等の改定等を請求する仕

組みが規定されていない点について見直しが必要 



 

 

 

 

 

資料１－２ 

厚生労働省・日本年金機構提出資料 



 
 
 

年金記録問題の再発防止策及び 

年金記録提供サービスの概要について 
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平成２４年７月４日 

厚生労働省年金局 

日本年金機構 



１．今後の記録の正確性確保対策 
 
１．ご本人による記録確認 
 （１）節目年齢を除き「ねんきん定期便」のはがき化 
   ・確認していただきたいポイントをわかりやすく表示し、はがきでお送りする。 
 
（２）「ねんきん定期便」等のインターネットによる通知 
  ・「ねんきんネット」の利用者について、「ねんきん定期便」のインターネットによる通知（電子版ねんきん定期便）を開始

する。 
 

２．基礎年金番号の重複付番への対策 
  ・２５年４月を目途に、基礎年金番号が未記載の資格取得届について、３項目が一致する番号が既にある場合、重複付番の

疑いがないとの確認ができない限り通常の付番を行わない取扱いとする。 
・既に重複付番の疑いのある３項目が一致する基礎年金番号については、本部において、同一人の判定を行い、２４年度は

受給者分の、２５年度は加入者分の重複付番の解消を進める。 
  

 
３．届出書の電子化等 
  ・届出書の電子申請や電子媒体による届出を促進するとともに、入力誤り等の再発防止に効果のある効率的で正確性の高い

事務処理を推進する。 
 

４．厚生年金基金への記録情報の提供 
  ・国の保有する記録を、定期的に厚生年金基金に情報提供する仕組みについて、厚生労働省の検討結果を踏まえ２６年度を

目途に開始すべく準備をする。 

『年金記録問題への対応の実施計画（工程表）』【平成２４年３月２３日改定】より抜粋 



 
加入者  

 
「納めた保険料」や「受け取る年金額」などの年金記録  

①年に一度、直近1年間の 
 年金記録が送られてくる 
 

 
※「ねんきん定期便」 

②インターネットでいつ 
 でも前月までの年金記録 
 を見ることができる 
 
 

※「ねんきんネット」 
（自宅のパソコンで確認） 

③請求すればいつでも前月 
 までの年金記録が入手 
 できる 
 

※「ねんきんネット」 
(一部の市区町村･郵便局の窓口で
交付、コールセンターへの電話一
本で自宅へ郵送） 

 
日本年金機構  

 
加入者・受給者  

２．年金記録提供サービスの概要 

 年金記録提供サービスの概要（１）



年金記録提供サービスの概要（２） 

特性 頻度 対象者 

年１回 
誕生月に送付 

被保険者 
（節目年齢を除く） 

ご本人から 
随時申し出 

被保険者 
・ 

受給者 

２４時間いつでも 
閲覧可能 

節目年齢の被保険者 
（３５、４５歳、５８歳） 

郵
送 

窓
口 

コールセンター 
③ 

年金事務所 

市区町村 
③ 

郵便局 
③ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

（
自
宅
パ
ソ
コ
ン
） 

ねんきんネット 
② 

ねんきん定期便 
① 

 インターネットでの情報提供のため、いつで
も年金記録を確認することができる。 
 

 月次更新の年金記録を照会することができる。 
 

 未加入・期間重複等、ご確認いただきたい記
録を色つきで表示し、注意喚起することが可
能。 
 

 ユーザIDの取得が必要 

 204局の郵便局で「ねんきんネット」の記
録の交付を試行実施中 

 約500の市区町村で「ねんきんネット」の
記録の交付を実施中 

 社会保険オンラインシステムで管理している
直近の年金記録を確認可能 

 平成23年10月から年金記録の郵送対応を実
施中 

 直近１年分の年金記録を毎年度郵送 

 全期間の年金記録を節目年齢に郵送 

電
話 

（
郵
送
） 

（注）①～③は、前ページの①～③に対応している。  

（注） 



「ねんきん定期便」の概要（１） 

 
年金制度に対する国民の理解を深め、信頼を確保するため、国民年金法及び厚生年金保険法に基づき、被保険者の方に、毎年、 
誕生月に保険料の納付実績や将来の給付に関する情報提供を行う。 
 

根拠規定等 
 国民年金法 第１４条の２、厚生年金保険法 第３１条の２ 

平成２０年６月２７日開催 年金記録問題に関する関係閣僚会議 

通知する情報 

① 年金加入期間 

② 年金見込額（５０歳未満の方は加入実績に応じた年金見込額を、５０歳以上の方は「ねんきん定期便」作成時点の加入制度に 

  引き続き加入した場合の将来の年金見込額を提供） 

③ 保険料の納付額 

④ 年金加入履歴 

⑤ 厚生年金の期間の月毎の標準報酬月額、賞与額、保険料納付額 

⑥ 国民年金の期間の月毎の保険料納付状況 

 
※節目の年齢（３５歳、４５歳及び５８歳）の方には全期間を、その他の年齢の方には直近の１年間の年金加入記録及び保険料納
付状況をお知らせ。なお、平成２１年度においては、すべての方に全期間の年金加入記録及び保険料納付状況をお知らせした。 

 

事業実績 

 平成２１年度においては、記録問題の解決のため、全加入者に対し個々人の全加入期間のデータをねんきん定期便で送付し、
その結果、１４２万人の方から年金記録の調査の申し出をいただいたところ。 

平成２２年度より、節目年齢（３５，４５，５８歳）の方に、全加入期間の記録を送付。節目年齢以外の方には、直近 
 の１年分の記録を送付。 

 



  


  
 


送付実績 

平成２１年度 ６，６７６万件 

平成２２年度 ６，６１０万件 

平成２３年度 ６，５２５万件 

直近の状況 

また、「ねんきんネット」の利用者に対し、「ねんきん定期便」のインターネットによる通知（電子版ねんきん定期
便）を開始。 

平成２４年４月から、節目年齢（３５歳、４５歳、５８歳）以外の方のお知らせを封書形式から、確認していただきた
いポイントをわかりやすく表示したはがき形式に変更。 
※節目年齢については、従来どおり封書形式で全加入期間の保険料納付状況等を通知。 



調査依頼

ねんきん定期便
（誕生月に送付）
※

日本年金機構

お客様
（年金制度に加入中の方）

調査結果のお知らせ
調
査

ねんきん定期便・
ねんきんネット
専用ダイヤル

０５７０－０５８ー５５５
ねんきん定期便に関する

お問い合わせ

確

  
認

記録にもれや誤りがある場合は
回答票を送付

ねんきん定期便の概要（２） 

 
※  23年4月から、ねんきんネットのユーザＩＤ・パスワードを取得するためのアクセスキーをねんきん定期便で配布。 
   24年4月から、希望された方については、郵送に代えて、インターネットを通じた通知を可能としている。 
    

回
答
票
記
入 

・内容に質問がある場合 
・記録にもれや誤りが 
 ある場合 



「ねんきんネット」の概要について 

[
 
 

[
  
 

[
 

目的 

 


） 

 「

 





1]国民サービスの向上 
自宅に居ながらにして、自分の年金記録の確認を可能とする。 

2]年金記録問題の解決 
行政側からのアプローチ（紙台帳との突合せ等）に加えて、国民の側からの記録確認の主要ツールとする。

3] 年金業務の効率化 
各種通知を電子化するなど業務の効率化を行う。 

根拠規定等
厚生労働大臣が定める「日本年金機構が達成すべき業務運営に関する目標」（中期目標）における「常に年金記録が確認できる仕組み
による加入情報の提供」の実施 

通知する情報 

 ねんきん定期便とほぼ同等の情報を提供 
① 年金加入期間  ② 年金見込額  ③ 年金加入履歴  ④ 厚生年金の期間の月毎の標準報酬月額、賞与額、保険料納付額 

⑤ 国民年金の期間の月毎の保険料納付状況 
 
  

 「年金振込通知書」や「年金支払通知書」など年金の支払いに関する通知書を提供（電子版） 
① 年金決定通知書・支給額変更通知書 ② 年金振込通知書 ③ 年金支払通知書 ④ 年金額改定通知書 ⑤源泉徴収票（25年1月予定

事業実績 

ユーザID発行数 約９５万件 

インターネットへの照会件数 約１８０万件 

※平成2４年６月１６日現在 

今
後
の
予
定 

課題 ねんきんネット」を相談窓口やコールセンターと並ぶ業務の柱とするための利用者の拡大及び機能の拡充 

対応 

〇 平成25年1月を目途に、「もれ」や「誤り」が気になる方を対象に、年金記録をご確認いただくキャンペーンを開始する。 
 
○「ねんきんネット」のユーザＩＤ取得促進を図るため、受給者の方に対しても、平成25年１月を目途に「アクセスキー」を送

付する。 

○ 合わせて、利用者のニーズに合った機能を追加 

• 事後納付等を行った場合の年金額試算 

• 5000万件の未統合記録等の検索 



「ねんきんネット」によって記録を回復されたお客様
の事例：（沖縄県のA子さん、61歳） 

「ねんきんネット」で「未加（年金制度に未加入）」と表示されて

いたことから、年金事務所を訪問し、２つの厚生年金の記録

（旧姓）を発見することができました。 

「ねんきんネット」サービスのポイント 

クリックすると 

詳細を表示します。 

 

年
金
記
録
の
確
認 

① いつでも、最新の年金記録が確認可能
 

 

② 記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易な表示
 

 

③ 持ち主のわからない記録の検索 
・ 国民年金記録のうち、誤りの可能性のある死亡者の記録

・ 未統合記録5,000万件（平成25年1月実施予定） 

サ
ー
ビ
ス
向
上 

①  年金見込額試算を行い、各種試算条件での比較が

可能 
②  「ねんきん定期便」や「振込通知書」等を電子

メールでお知らせ 

｢ねんきんネット｣表示画面イメージ 

※「ねんきんネット」は、平成23年2月から日本年金機構のＨＰにて提供中のサービス。 




